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インサーション材料の革新と蓄電池への応用 

Abstract 
  近年、電気自動車の市場が世界中で急拡大している。しかし、その
動力源として用いられているリチウムイオン蓄電池のエネルギー密度
は理論的な限界を迎えつつあり、電池材料の革新が求められている。
これまでに、世界中で次世代を志向した多くの電池の研究が行われて
いるが、長寿命が求められる実用電池として用いるためには、充放電
時 (酸化還元反応時) の体積変化が小さいトポケミカル反応を利用した、

インサーション材料の革新が必要である。正極材料の革新において、
その方法論といえるのが、固体中のリチウム含有量の向上と多電子酸
化還元反応の利用である。[1, 2] また、自然エネルギーの積極利用を

考えた場合は、安全・低コスト蓄電池の実用化も求められている。その
ためには、リチウムイオンだけではなく、ナトリウムイオンを利用すると
いった、キャリアーイオンの多様化も必要である。[3] 本講演ではこのよ

うなリチウム・ナトリウムインサーション材料の研究の進展について紹
介する。 
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